


発症６ヶ月





末梢感覚
受容器

視床 
小脳 
体性感
覚野

頭頂葉 
後頭葉 
側頭葉 
高次感覚野

補足 
運動野 
運動前野 
基底核 
小脳

一次 
運動野 
錐体路

筋 
関節

知覚 活動

感覚障害 知覚障害 高次脳機能障害 
認知・行為 動作障害

運動障害 
麻痺 
筋緊張

運動障害 
筋力低下 
関節可動域

感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

前頭前野 
連合葉

認知

アプローチを決めるタイプ評価



アプローチを決めるタイプ評価
感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

外側系 
内側系

運動麻痺 
筋緊張

①脳画像での評価 
（被殻出血）

基底核
動作障害

評価は動作場面と筋肉＜動作ができない理由は？＞ 
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基底核
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評価は動作場面と筋肉＜動作ができない理由は？＞ 

①運動麻痺・筋緊張異常によるもの 
②基底核の手順障害・姿勢筋緊張の低下



アプローチを決めるタイプ評価
感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

外側系 
内側系

運動麻痺 
筋緊張

①脳画像での評価 
（被殻出血）

基底核
動作障害

評価は動作場面と筋肉＜動作ができない理由は？＞ 

①運動麻痺・筋緊張異常によるもの 
②基底核の手順障害・姿勢筋緊張の低下 アプローチはここ



運動麻痺とは？
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が 状態

運動 麻痺した
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身体各部位の 
空間的位置の変化 

すなわち 

骨格筋が随意的に収縮する事
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本来の活発な動きや 
働きがなくなること 

すなわち 

本来あるべき状態ではない



運動麻痺とは？

が 状態

運動 麻痺とは？ とは？

身体各部位の 
空間的位置の変化 

すなわち 

骨格筋が随意的に収縮する事

本来の活発な動きや 
働きがなくなること 

すなわち 

本来あるべき状態ではない

骨格筋の随意収縮が本来あるべき状態でないために 
身体部位の空間的変化（関節運動）が行えない状態



運動麻痺はなぜ起こる？



運動野４野

皮質脊髄路

脊髄前角

α運動ニューロン

４野からでた運動情報が 
皮質脊髄路 

（放線冠→内包後脚→大脳脚→錐体） 
を通り、脊髄の前核から 
α運動ニューロンへて 

筋肉を随意的に収縮させる 
↓ 

運動麻痺 

運動麻痺の脳画像



基底核レベル
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２

４
５
７

８
９

６

１

①前頭橋路 
②皮質延髄路 
③皮質脊髄路（上肢） 
④皮質脊髄路（体幹） 
⑤皮質脊髄路（下肢） 
⑥皮質橋網様体路 
⑦皮質延髄網様体路 
⑧視床皮質路 
⑨側頭橋路 
　頭頂橋路 
　後頭橋路



①運動麻痺が 
起こるの 
画像とは



運動麻痺の評価とは？



運動麻痺の評価とは？
①α運動ニューロンの発火有無
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運動麻痺の評価とは？
①α運動ニューロンの発火有無 

筋肉の収縮有無

α運動ニューロン

骨格筋が収縮

空間的位置変化







痙性とは？



•伸張反射の増強を主体とする筋緊張が亢進した状態のこと。
痙性って何？

痙性とは？



　痙性は伸長反射異常。
Ia求心性ニューロン

α運動ニューロン 
（筋皮神経）

α運動ニューロン 
（橈骨神経）拮抗筋

主動作筋

筋紡錘

脊髄

＜伸長反射＞



•伸張反射の増強を主体とする筋緊張が亢進した状態のこと。
痙性って何？

伸長反射がなぜ亢進してしまうの？

痙性とは？



•伸張反射の増強を主体とする筋緊張が亢進した状態のこと。
痙性って何？

伸長反射がなぜ亢進してしまうの？

•上位運動ニューロンの障害が起こることで、反射が亢進する。

痙性とは？



　痙性は伸長反射異常。
Ia求心性ニューロン

α運動ニューロン 
（筋皮神経）

α運動ニューロン 
（橈骨神経）拮抗筋

主動作筋

筋紡錘

脊髄

＜伸長反射＞

上位運動ニューロンが 
抑制している



　痙性は伸長反射異常。
Ia求心性ニューロン

α運動ニューロン 
（筋皮神経）

α運動ニューロン 
（橈骨神経）拮抗筋

主動作筋

筋紡錘

脊髄

＜伸長反射＞

上位運動ニューロンが 
抑制している



•伸張反射の増強を主体
とする筋緊張が亢進し
た状態のこと。 

•その特徴は，上位運動ニューロンの
障害でおこり，筋のすばやい伸展に
対して速度依存性に出現する筋緊張
の亢進で，伸張反射の亢進を伴って
いることである . 

α運動 
ニューロン

α運動ニューロンへの 
興奮性入力の増大

α運動ニューロンへの 
抑制性入力の減少

γ運動ニューロンの 
活動性亢進

なぜ、筋緊張が亢進するの？



錘外筋 
(筋肉のこと) 

α運動

錘内筋 
(筋紡錘のこと)

Ⅰa線維 
速さを伝える

Ⅱ線維 
長さを伝える

核袋線維

核鎖線維

γ運動

γ運動ニューロン 
筋紡錘の張りを調整する

網様体脊髄路 
（錐体外路）

６野
基底核・小脳

α運動ニューロン 
筋収縮の調整

皮質脊髄路 
（錐体路）

４野
基底核・小脳
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